
 

 

 

 

 

有意義な夏休みを  

 夏休みを迎えるにあたり、皆さんにぜひ取り組んでほしいの

が「自分で目標を決め、計画を立てて行動する」ということで

す。夏休み期間中は、自分で自由に使えるまとまった時間があ

ります。日頃なかなかできないことに取り組むチャンスでもあ

ります。ぜひ自分で何か 1 つ具体的な目標を設定し取り組んで

みてください。そしてゴールまでの道筋を明確して自分で計画

を立てて実行してください。自分で決めることで、やる気や集中力が高まり自己管理能力の向

上にもつながります。  

夏休みが始まるまでに、自分で目標を決めできればまわりの人に宣言しましょう。そして、

目標達成に向けてしなければいけないことをできるだけ細かく分けてタスクとして少しずつ

取り組む計画をたて、1 日の時間割や 1 週間のスケジュールを作成して取り組む時間を確保し

ましょう。取り組みを始めたら、進み具合を定期的に振り返ることも大切です。必要に応じて

計画を見直して柔軟に計画を変更することも大切ですね。自分で決めた目標に向かって計画的

に取り組むことで、今年の夏休みを有意義に過ごし、皆さんが達成感を味わうことができると

信じています。2 学期の始業式には何をやり遂げたのか聴かせてくださいね。皆さんの積極的

な挑戦を期待しています。  

最後に、夏休み中は外に出かける機会も多いと思いますが、熱中症などにも十分に気をつけ

2 学期始業式には元気な姿できてください。  

【７月・８月のおもな行事予定】  

7/1（水）堺市一斉登校指導  

 3（金）２年生宿泊事前指導  

5（日）6（月）2 年生宿泊学習  

７（火）2 年生代休  

10（金）個別懇談会  ４時間授業  給食なし  

13（月）14（火）15（水）  

個別懇談会  ４時間授業  給食なし  

17（金）１学期終業式・総体壮行会  

○７/21（火）～24（金）３年補充授業  

○8/10（月）12（水）～14（金）17（月）学校閉庁日  

〇8/25（火）２学期始業式  

  ※変更の可能性がありますので、ご了承ください。  

【  学校閉庁日の実施について  】  

堺市では、教職員の働き方改革の取組みとして、教職員の心身のリフレッシュ、ワーク・ラ

イフ・バランスの推進を目的に今年度も学校閉庁日を実施します。実施期間は 8 月 10 日（月） 

12 日（水）～14 日（金），17 日（月）といたします。この間の学校へのお問合わせについ

ては、堺市教育委員会事務局に窓口を設置して応対させていただくことになりますので、ご

理解くださいますようよろしくお願い致します。  

【  ３年生補充授業  】      

 7 月 21 日（火）～24 日（金）の 4 日間、３年生の補充授業を実施します。進路選択を

控え、この夏の過ごし方や家庭学習の取組みがとても大切であることは言うまでもありま

せん。進路実現に向けて、３年生のみなさんは自身の可能性をさらに広げられるようにし

たいものです。夏休み期間中は多くの高等学校や専門学校などで、体験入学や説明会が催

されます。みなさんが、進路先を選択するにあたり、大いに参考になると思います。積極

的に参加しましょう。  

進取果敢（しんしゅかかん） 

学校通信                   令和 8 年７月号 

                             堺市立殿馬場中学校 

校長  丸井 理恵 

～  保護者のみなさまへ  ～  

平素より本校の教育活動にご協力いただきありがとうございます。  

７月２1 日より子どもたちは、約 1 カ月の夏休みに入ります。  

始業式には、生徒全員が元気に登校してくれることを全教職員願って  

おります。子どもたちの安全と健康を守るため、ご家庭での見守りをよろしくお願い

いたします。また基本的な生活習慣が乱れぬようにお声がけや日々の見守り等ご協力

をお願いいたします。  

【「Ｏ157 堺市  学童集団下痢症を忘れない日」について】  

 平成８年７月、学校給食に起因する腸管出血性大腸菌Ｏ157 による学童集団下痢症が発

生し、児童 7,892 人を含む 9,523 人の方々が罹患し３人の児童の尊い命が失われました。

また当時、溶血性尿毒症症候群を発症した児童が１９年を経過した平成２７年１０月、そ

の後遺症を原因として亡くなられました。市として、二度とこのようなことを繰り返さな

いために、７月１２日を「Ｏ157 堺市学童集団下痢症を忘れない日」と定めるとともに、

市役所敷地内に「永遠に」の碑を設置し、亡くなられた方のご冥福をお祈りし、二度とあ

のような悲惨な出来事を繰り返さない、これからも事件を風化させることのないよう取り

組んでいます。  

 

 


